
1 研究の動機

国語の授業で“アメンボは忍者か”を学習して、
今まで気にも止めたことがなかった虫であるアメ
ンボについて、「どうして水に浮くことができるの
か」や「アメンボの体の秘密」を詳しく調べてみ
たいと思った。

2 調査内容

（1）アメンボの仲間について
アメンボの種類を調べる。

（2）アメンボの生態と名前について
ア　体の秘密とアメンボの一生
イ　名前の由来と日本各地の方言（別名）

（3）何を食べているのか。
（4）どうして水に浮かぶのか。
（5）なぜ、同じ場所にとどまっていることがで
きるのか。

（6）空を飛ぶことができるのか。

3 調査結果

（1）アメンボの仲間
ア　アメンボの種類

アメンボはカメムシの仲間であり、カメ
ムシ目に属する。長い触角、針のような口
など顔はカメ虫そっくりである。アメンボ
のように水際や水面で生活する虫を半水生
カメ虫と呼ぶ。アメンボの種類と特徴、分
布、生息地等を調べ、次の表にまとめた。

（2）アメンボの生態と名前について
ア　体の秘密とアメンボの一生
①　体の秘密

図１　アメンボの体
②　アメンボの一生
一般に４回脱皮して成虫となる。

図２　アメンボの一生
イ　名前の由来と日本各地の方言（別名）
①　名前の由来

Amenboa（ラテン語）はアメンボの仲
間全体を表す学名で昔からの日本での呼
び名が世界共通になっている。アメのよ
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8 アメンボの不思議
〈 〉6 わかったこと

（1）ゴーヤ・メロン・トウガンのにているところ
①葉のつき方がよくにている。どれも葉の生え
ている所からまきひげや花がのびて出ている。

②お花とめ花がある。花の色は黄色。上むきに
さく。め花は花の下に小さい実ができている。

③め花がさいた後、花の下がどんどんふくらん
で、実ができてくる。

④まきひげ（つる）があって、葉が生えている
所からのびている。

⑤どれもまきひげでのびていき、たくさんの葉
を左右にたがいちがいにつける。

（2）トマト・ピーマン・ナス・えだまめのにてい
るところ
①まきひげ（つる）はなく、まっすぐ上にむか
ってのびている。

②お花やめ花のようなくべつはなく、１しゅる
いの花がいつもさく。１つの花の中にめしべ
とおしべがある。

③花がさき終わるとそこに実ができる。

（3）どの植物もにているところ
①葉の形はいろいろだけれど、どれも上の方に
むかって生えている。

②実ができるには、かならず花がかんけいして
いる。

7 かんさつをしていくうちにぎ問に思ったこと

○どの花もお花とめ花があるのか？
↓

あるものとないものがある。
・お花とめ花があるもの
ゴーヤ、メロン、トウガン

・お花とめ花がないもの
トマト、ピーマン、ナス、えだまめ
（花は1しゅるいだけど、１つの花の中
におしべとめしべがある。）

8 自分で考えたこと

・お花とめ花があるものは、チョウやハチに花
ふんを運んでもらわなくてはならないので、
チョウやハチがとまりやすいように、上向き
に花がさく。

（お花の花ふんをめ花に運んでくれるのが虫　
です。）

・お花とめ花がないものは、1つの花の中におし
べとめしべがあるか、風がふいてゆれたりし
て、自分でおしべの花ふんがめしべにつきや
すいように、下むきや横むきに花がさく。

9 感想

○かんさつしていくうちに、知らなかったこと
がいっぱいわかった。

・くきとくきの間に花がさくことや、花の下が
ふくらんでいることがわかった。

・植物によって、お花とめ花があるものとそう
でないものがあることがわかった。

・葉はどのむきに生えるか分からなかったけれ
ど、かんさつをして上むきに広がっていくこ
とが分かった。

○ごちゃごちゃしていて絵をかくのが大変だっ
た。

○温室を見せてもらったけれど、温室の中は暑
くて、メロンの世話をするのが大変だなあと
思った。

○野さいをいっぱい調べたけれど、他にもまだ
いっぱいあるから、もっと調べてみたくなり
ました。それに、今度は自分でも何か育てて
みたくなりました。夏休みだったので、夏に
育つ野さいしか調べられなかったけれど、冬
の寒い時に育つ野さいも調べて、そのちがい
をくらべてみたいと思いました。

○野さいは、葉が日光に当たりやすいように生
えていたり、おしべの花ふんがめしべにつき
やすいように、花が下むきにさいていたり、
自分でくふうしているからすごいなあと思い
ました。
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帰ったが、ビニール袋には水は入れない。
（水を入れると狭い袋の中では溺れてしまう）
水槽には水を少な目にして石などのつかまる場

所を作り、あまり多くのアメンボを入れない。
（1）アメンボの体の観察結果

アメンボをつまんで臭いを嗅いだ。アメン
ボの名前の由来通り、本当に甘い匂いがした。

（2）何を食べるのか（確認の実験）。
生きたエサとして葉についたアブラ虫とア

リを与えたが、アメンボはアリだけを食べて
いた。アリを前足で抱え、口吻をさして15分
くらい吸っていた。エサとしてミルワームな
ども良いと本に書いてあったので与えてみた
が、興味を示さなかった。

（3）どうして水に浮かぶのか。
ア　表面張力とは何かを実験して確認した。
（実験1）コップに張った水に１円玉を静かに

置いてみたところ、１円玉は浮かん
でいた。また、１円玉の表面に薄く
油を塗って置いてみたが、同じよう
に浮かんだ。しかし、コップの水に
洗剤を入れると１円玉は沈んでしま
った。

（実験2）モールで人工アメンボを作り、防水
スプレーをかけて水面に置いたとこ
ろ、１円玉と同じように水に浮かん
だ。しかし、水に洗剤を入れると人
工アメンボは沈んでしまった。

（実験3）水槽に水と洗剤を入れて、アメンボ
をおぼれさせ、足にマヨネーズをつ
けて普通の水に入れると再び浮くと
いう実験をテレビのある番組でして
いたので、確認の実験をしてみたが、
洗剤を入れすぎてアメンボが死んで
しまい、失敗した。

（まとめ）これらのことから、１円玉もモール
の人工アメンボも沈んでしまうのは、
洗剤を入れたために水が油などをは
じこうとする力が弱くなり、表面張
力によって作られた膜が破れてしま
うためであることがわかった。人間
の生活によって出される油によって
も同じことが起き、アメンボは水に
浮くことができなくなる。僕たち人
間が環境のことをよく考えて生活し

ないとアメンボは生きていけなくな
ってしまうと思った。

（4）なぜ、同じ場所にとどまっていることがで
きるのか。
（実験4）アメンボを水を入れたコップに入れ、

コップの周りに模様を描いた紙筒を
作って置いた。アメンボが動かなく
なるのを待って、紙筒を少しずつ回
して行ったところ、アメンボは筒が
回る方向に一緒に回った。このこと
から、アメンボが周りの景色を見て
自分の姿勢を保っていることがわか
った。

図４　コップの周りに置いた模様

6 感想
アメンボは、こんな小さい虫なのに不思議な力

をもっていることを知り、驚いた。飼っている内
に何匹かのアメンボを死なせてしまい、また、ア
リにはエサになってもらい、かわいそうなことを
したと思った。母が子どもの頃には水たまりにも
多くのアメンボがいたそうだが、今では探すのに
苦労するくらい少なくなっている。僕たちは、環
境のことをもっと考えるべきだと思った。

7 参考にした本等

・アメンボ観察事典（偕成社）
・アメンボの不思議（トンボ出版）
・水生昆虫のひみつ（あかね書房）
・水辺の虫の飼い方（偕成社）
・アメンボのくらし（岩崎書店）
・虫の飼い方探し方（福音館書店）
・インターネット
「アメンボについて」
「朝日新聞ののちゃんのふしぎ玉手箱」
「アメンボ研究室」
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うな臭いがして、棒のように細長いこと
からアメンボウと呼ばれるようになった。
この臭いは敵から身を守るためであると
か、仲間との連絡に使われるのではない
かと言われている。
②　日本各地の方言（別名）
アメンボは方言が多く、スイジンサマ
という神にあがめた方言もある。これに
は、水面を忙しそうに動き回っているア
メンボに水が無くならないようにという
人々の願いが込められているようだ。

図３　アメンボの方言（別名）
（3）何を食べているのか

アメンボは水面に落ちてきた昆虫を主に食
べている。アメンボの口先には口吻という針
のようなものがあり、穴が2つある。これを食
べ物に刺し、片方の穴から消化液を出して食
べ物を消化し、もう片方の穴から消化した養
分を吸い込むという仕組みで食べている。ア
メンボは大変目が良く、水面に何かが落ちる
のを見逃さない。水面に落ちているものはと
りあえず触って食べられるものかどうか確か
めている。足先にも敏感なセンサーを持って
おり、落下した昆虫の出す液を感じ取り、獲
物を知ることができる。

（4）どうして水に浮かぶのか。
ア　表面張力について
水などの液体の表面に働く力で、表面積
が小さくなるように球面を作ろうとする力
を表面張力という。この表面張力によって

水に濡れにくい物が水に触れると、上に押
し上げようとする力が働く。

イ　アメンボはどうして水に浮かぶのか。
アメンボが水に浮かぶのは水の表面張力

と次の３つの理由による。
①　アメンボの足の先に細かい毛がたくさ
ん生えているので水をよくはじく。また、
毛と毛の間に空気が含まれているが、そ
れがはじく力を強めている。

②　足先にはワックスのようなものが分泌
されるので水に濡れにくくなっている。

③　いくら水をはじいても、重くて表面張
力による水の膜を破ってしまうと沈んで
しまう。アメンボは体重が軽いので、表
面張力による水の膜を破ることはない。

（5）なぜ、同じ場所にとどまっていることが出
来るのか。
アメンボは流れのある所でも同じ場所にと

どまっていることができるが、これはアメン
ボが周りの景色を見て自分の姿勢を保つ性質
があるからである。

（6）空を飛ぶことができるのか。
アメンボは４枚の羽根があって空をとぶこ

とができる。でも、普段はあまり空を飛ばな
い。鳥などの食者に出会う確率が高くなるた
めである。アメンボが空を飛ぶのは次の場合
がある。
・繁殖の相手を求める時
・春先に新しい生息地を開拓する時
・越冬場所を探す時

4 実験（研究）内容

実際につかまえたアメンボを使って、調べた内
容の確認とともに以下の実験を行った。
（1）アメンボの体の観察（確認）
（2）何を食べるのか。（確認）
（3）どうして水に浮かぶのか。（実験）
ア　表面張力とは何かを確認する。
イ　アメンボの表面張力を確認する。

（4）なぜ、同じ場所にとどまっていることがで
きるのか。（実験）

5 実験（研究）結果

事前準備としてアメンボを捕まえ、水槽に入れ
て飼った。捕まえる時はビニール袋に入れて持ち
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